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利
休
書
簡
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|
|
利
休
書
簡
の
個
性
に
つ
い
て
ll
|

桑
田
忠
親
博
士
の
長
年
に
わ
た
る
利
休
書
状
の
研
究
成
果
が
、

『
定
本
千
利
休
の
書
簡
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
二
百
六
十

三
通
の
利
休
書
状
が
集
め
ら
れ
、
そ
の
真
偽
に
つ
い
て
も
容
赦
の
な

い
取
捨
が
な
さ
れ
て
い
る
事
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

な
る
み

ず
、
利
休
書
状
に
は
、
「
鳴
海
」
な
る
人
物
に
よ
る
代
筆
が
含
ま
れ

て
い
る
と
の
指
摘
が
近
年
な
さ
れ
て
い
る
。
私
な
ど
の

口
出
し
し
得

る
事
柄
で
は
な
い
が
、
代
筆
に
よ
る
言
語
上
の
問
題
が
皆
無
で
は
な

い
だ
け
に
、
注
意
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

一
個
人
の
手
紙
が
あ
の
当
時
、
二
百
六
十
余
通
も
残
っ
て
い
る
事

は
、
驚
き
で
あ
る
。
言
語
資
料
と
し
て
も
注
目
す
べ
き
も
の
と
思
わ

柏

本

幸

京佐

れ
る
。
今
回
は
、
利
休
書
簡
に
現
れ
る
人
物
呼
称
を
対
象
に
、
利
休

の
呼
称
法
と
そ
の
特
色
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

呼
称
の
研
究
と
な
る
と
、
当
該
人
物
の
地
位
と
か
、
室
田き
手
と
の

親
疎
開
係
、
さ
ら
に
は
、
書
簡
の
相
手
と
差
出
人
と
の
間
柄
な
ど
も

考
慮
に
入
れ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
室
田
末
を
「
か
し
く
」
で
結
ぶ
消

息
と
、
「
恐
々
謹
言
」
な
ど
で
結
ぶ
事
務
的
な
書
状
の
違
い
な
ど
も

考
慮
の
対
象
と
な
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
殆
ど
は
、
桑
田
博
士
の
解
説
に

よ
っ
て
い
る
。
記
し
て
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
千
利
休
書
簡
に
お
け
る
人
物
呼
称
」
と
し
た
が
、
宛
名
や
上
書

の
呼
称
は
取
上
げ
な
か
っ
た
。
書
簡
と
し
て
の
形
式
に
左
右
さ
れ
る

面
が
あ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
書
面
の
中
に
出
て
く
る
呼
称
の
み

を
取
り
上
げ
た
。
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ま
ず
、
利
休
書
簡
に
出
て
来
る
通
常
の
人
物
呼
称
法
を
取
り
上
げ

る
。
通
常
の
呼
称
法
に
つ
い
て
は
、
事
例
が
多
い
の
で
、
引
用
や
出

所
は
割
愛
し
、
呼
称
名
の
み
を
列
挙
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
考
察

に
つ
い
て
も
概
観
に
と
ど
め
た
い
。

ハ門

呼
び
捨
て
に
な
っ
て
い
る
呼
称

ω本
人
及
び
身
内
に
対
し
て
の
呼
称

宗
易
(
本
人
)
・
利
休
・
紹
安
(
長
男
)
・
少
庵
(
次
男
)
・
石

橋
良
叱
、
良
叱
(
女
婿
)
・
紹
二
(
女
婿
)
・
子
持
(
手
代
)
・

な
る
み
(
右
筆
)
・
慶
半
(
右
筆
か
)
・
道
六
(
子
守
)
・
源
次

郎
(
身
内
か
)
・
惣
二
二
身
内
か
)
・
藤
五
郎
(
大
工
)

ω町
衆
や
剃
髪
者
な
ど
に
対
し
て
の
呼
称

宗
伝

・
宗
叱

・
宗
悟

・
{一否

一
・
宗
及
・
宗
久

・
宗
佐

・
{一京無

・

道
薫

・
道
祭
・
道
清
・
幽
斎
(
細
川
幽
斎
)
・
不
干
(
不
干
斎

の
略
)
・
妙
喜
庵
(
妙
喜
、
妙
庵
と
も
)
・
タ
庵

・
瓢
庵

・
立

庵
・
立
安
・
紹
無

・
示
曲

・
り
け
ん
・
法
雲
・
釣
雲
一・

徳
雲
軒

(
徳
雲
と
も
)
・一

翁

・
三
松
・
薬
師
院
(
薬
院
と
も
)
・
円
乗

院
・
円
乗
坊
・
長
床
坊

・
新
坊
・
瀧
本
(
瀧
本
坊
の
略
)
・
上

林
惣
三
郎
(
上
村
、
掃
部
と
も
)
・
平
野
道
是

・
も
ち
ゃ
道

喜
・
も
す
屋

ω武
将
ク
ラ
ス
の
人
物
に
対
し
て
の
呼
称

同
姓
と
官
職
名
と
に
よ
る
も
の

森
三
右
衛
門
尉

・
桑
原
次
右
衛
門
尉

・
さ
か
い
左
衛
門
尉

・
一

柳
二
郎
兵
衛

・
富
田
平
右
衛
門
・
津
田
四
郎
左
衛
門

・
石
川
は

う
き
・
所
伝
兵
・
牧
村
長
兵

〈
略
称
〉
青
紀
州

(
青
木
伊
勢
守
秀
以
)
・
羽
筑
(
羽
柴
筑
前

守
前
田
利
家
)
・
惟
日
(
惟
任
日
向
守
明
智
光
秀
)
・
古
織
(
古

田
織
部
正
重
然
)
・
富
平
右
(
富
田
平
右
衛
門
尉
)
・
猪
次
左

(
猪
子
次
郎
左
衛
門
尉
か
)
・
木
印
(
木
下
法
印
か
)

同
官
職
名
の
み
に
よ
る
も
の

筑
州
(
前
田
筑
前
守
利
家
)
・
奥
州
(
佐
々
陸
奥
守
成
政
)
・
豊

州
(
豊
後
守
大
友
宗
麟
)
・
伊
せ
の
か
み
(
未
詳
)
・
霜
台
(
浅

野
弾
正
少
弼
)
・
少
納
言
(
未
詳
)

〈
略
称
〉
弾
少
(
浅
野
弾
正
少
弼
)
・
宮
法
印
、
宮
法
(
宮
内

卿
法
印
松
井
友
閑
)
・
民
法
(
民
部
卿
法
印
前
回
玄
以
)

川
別
姓
と
名
前
に
よ
る
も
の

一
柳
一
介

(
一
柳
市
介
直
末
)

〈
略
称
〉
羽
藤
(
羽
柴
藤
吉
郎
)
・
古
佐
(
古
田
左
介
)
・
羽
忠

(
羽
柴
忠
三
郎
蒲
生
氏
郷
)
・
舟
五
(
舟
越
五
郎
左
衛
門
尉
)
・

細
新
(
細
井
新
助
)
・
武
新
(
武
野
新
五
郎
)
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制
名
前
の
み
に
よ
る
も
の

忠
三
郎
(
蒲
生
忠
三
郎
氏
郷
)
・
半
介
(
木
下
半
介
吉
隆
)
・
小

平
田
(
柳
原
小
平
太
康
政
)
・
蔵
介
(
佐
々
蔵
介
成
政
)
・
半
兵

衛
(
未
詳
)
・
二
一
郎
兵
衛
(
未
詳
)
・
弥
右
(
未
詳
)

同
姓
の
み
に
よ
る
も
の

島
津
(
島
津
義
久
)

川
名
乗
に
よ
る
も
の

秀
吉
(
関
白
以
前
の
も
の
)
・
家
康

・
隆
景
・
政
宗

倒
不
明
の
も
の

才
三

・
慶
忠

・
与
市

・
少
半
さ

・
兵
太
・
矢
若

口
敬
称
の
助
辞
「
殿
」
を
添
え
た
呼
称

同
姓
と
官
職
名
と
に
よ
る
も
の

河
尻
肥
前
殿

(
河
尻
肥
前
守
秀
隆
)
・
飯
富
兵
部
殿
・
井
勘
兵

へ
殿

・
堅
田
兵
部
殿

〈
略
称
〉
古
織
殿

・
富
左
殿

(富
田
左
近
)
・
柘
左
殿
(
柘
植

左
京
亮
)
・
久
掃
殿
(
未
詳
)

川
間
官
職
名
の
み
に
よ
る
も
の

上
野
殿

(織
田
上
野
守
信
包
)
・
肥
前
殿
(
前
田
肥
前
守
利
長
)
・

出
羽
殿
(
蜂
屋
出
羽
守
)
・
ひ
う
か
殿
(
明
智
日
向
守
光
秀
)
・

対
馬
殿
(
山
内
対
馬
守
一
豊
)
・
弾
正
殿
(
浅
野
弾
正
少
弼
)
・

左
衛
門
督
殿
(
堀
左
衛
門
督
秀
政
)

例
姓
と
名
前
に
よ
る
も
の

永
嶋
孫
右
衛
門
殿

〈
略
称
〉
蜂
小
六
殿
(
蜂
須
賀
小
六
家
政
)

ω姓
の
み
に
よ
る
も
の

近
衛
殿

・
伏
見
殿
・
菊
亭
殿

・
三
条
殿

・
松
賀
嶋
殿
(
松
賀
嶋

城
主
蒲
生
氏
郷
)
・
徳
川
殿
・
古
田
殿
(
古
田
織
部
正
)
・
高
山

殿
(
吉
岡
山
右
近
)
・
富
田
殿

(富
田
左
近
)
・
町
野
殿

(町
野
左

近
幸
伺
)
・
芝
山
殿
(
芝
山
監
物
)
・
益
田
殿
(
本
願
寺
坊
官
益

田
少
将
か
)
・
輿
山
殿
(
興
山
上
人
)
・
佐
世
殿
(
毛
利
家
臣

・

未
詳
)

例
名
前
の
み
に
よ
る
も
の

と
う
き
ち
郎
殿
(
木
下
藤
吉
郎
)
・
三
一
介
殿

(
織
田
三
介
信

雄
)
・
八
郎
殿
(
羽
柴
八
郎
秀
家
)
・
藤
四
郎
殿
(
未
詳
)
・
新

五
郎
殿

(
未
詳
)
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(三)

敬
称
の
助
辞
「
公
」
を
添
え
た
呼
称

秀
吉
公
(
関
白
以
前
の
も
の
)
・
三
一
松
公
(
斯
波
三
一
松
)
・
政{一万

公
(
伊
達
政
宗
)
・
浅
弾
公
(
浅
野
弾
正
少
弼
)
・
古
織
公

・
宗

弥
公
(
未
詳

・
数
奇
仲
間
)



岡
敬
称
の
助
辞
「
様
」

を
添
え
た
呼
称

ω皇
室
、
公
家
に
対
し
て
の
呼
称

禁
中
様
・
正
記
町
院
棟
・
親
王
様
・
女
院
様
・
若
宮
様

・
三
之

宮
様

・
近
衛
様

〈
略
称
〉
勧
大
様
(
勧
修
寺
大
納
言
晴
豊
)
・
菊
様

(菊
亭
右

大
臣
晴
季
)
・
大
覚
様
(
大
覚
寺
門
跡
尊
信
)
・
新
門
様
(
本
願

寺
新
門
主
教
如
上
人
)

ω関
白
秀
吉
に
対
し
て
の
呼
称

関
白
様
・
相
国
様

・
内
府
様

・
上
様
(
信
長
を
さ
す
こ
と
も
あ

る
)
ω武
将
ク
ラ
ス
の
人
物
に
対
し
て
の
呼
称

同
姓
と
官
職
名
と
に
よ
る
も
の

〈
略
称
〉
古
織
様

・
石
少
様

(
石
田
治
部
少
輔
三
成
)
・
富
左

様

(富
田
左
近
将
監
知
信
)

倒
官
職
名
の
み
に
よ
る
も
の

宰
相
様
(
羽
柴
秀
長
)
・
大
納
言
さ
ま
(
羽
柴
秀
長
)
・
筑
州
様

(
前
回
筑
前
守
利
家
)
・

越
州
様
(
細
川
越
中
守
忠
興
)
・
越
中

サ
マ
(
細
川
忠
興
)
・
対
馬
様
(
山
内
対
馬
{
寸
一
豊
)
・
左
衛
門

尉
様

(未
詳
)

例
名
乗
の
み
に
よ
る
も
の

家
康
様

・
政
宗
様

ω姓
と
名
前
に
よ
る
も
の

〈
略
称
〉
羽
与
様
(
羽
柴
与
一
郎
細
川
忠
興
)

例
名
前
の
み
に
よ
る
も
の

源
五
様
(
織
田
源
五
長
益
)
・
三
助
さ
ま

(織
田
三
介
信
雄
)
・

孫
七
様
(
羽
柴
孫
七
郎
秀
次
)
・
与
一
様

(細
川
与

一
郎
忠
興
)

(五)

敬
称
の
助
辞
「
老
人
・
和
尚
L

な
ど
を
添
え
た
呼
称

祐
慶
老
人
・
古
渓
和
尚

・
陽
立
和
尚
・
立
土
知
蔵
禅
師

敬
称
を
添
え
な
い
、
呼
ぴ
捨
て
の
呼
称
か
ら
述
べ
て
い
く
。
数
奇

仲
間
で
あ
る
町
衆
や
剃
髪
者
は
、
呼
び
捨
て
が
普
通
の
よ
う
で
あ
る
。

同
輩
や
下
輩
が
多
い
と
い
う
現
実
も
あ
ろ
う
が
、
細
川
幽
斉
の
よ
う

な
大
名
で
あ
ろ
う
と
、
妙
喜
庵
の
功
叔
和
尚
で
あ
っ
て
も
呼
ぴ
捨
て

で
あ
る
。
ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
、
「
宗
教
家
及
び
剃
髪
し
た
俗
人
で
、

我
々
が
高
い
敬
意
を
払
ひ
た
く
な
い
者
に
対
し
て
」
助
辞
の
「
老
」

を
添
え
る
と
し
て
い
る
抗
v

利
休
書
簡
で
は
「
祐
慶
老
人
」
(
一
九

番
)
が
一
例
で
あ
る
。
ほ
か
の
敬
称
の
助
辞
で
は
、
「
公
」
を
添
え

た

「宗
弥
公
」
(
二
二
O
)
が
一
例
あ
る
。
古
田
織
部
の
書
簡
に
は
、

「
宗
ケ
老
」
「
昌
琢
老
」
な
ど
「
老
」
を
添
え
た
例
が
み
ら
れ
る
が
、

利
休
で
は
呼
ぴ
捨
て
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

武
将
ク
ラ
ス
の
人
物
に
対
し
て
も
呼
び
捨
て
に
す
る
場
合
が
か
な
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り
あ
る
。
同
の
よ
う
な
「
姓
と
官
職
と
に
よ
る
」
呼
称
も
、
略
称
は

別
と
し
て
、
フ
ル
ネ
ー
ム
に
よ
る
場
合
は
、
書
簡
に
お
い
て
も
呼
び

捨
て
が
基
本
で
あ
る
。
「
殿
し
を
添
え
る
事
も
あ
る
が
、
呼
ぴ
捨
て
が

多
い
。

ωの
「
官
職
名
の
み
に
よ
る
」
呼
称
で
、
呼
び
捨
て
に
な
っ
て

い
る
の
は
、
唐
名
で
あ
る
。
唐
名
が
呼
ぴ
捨
て
で
か
ま
わ
な
い
の
は
、

唐
名
呼
称
に
す
で
に
敬
意
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ωの
「
秀
吉

・
家

康
し
と
い
っ
た
「
名
乗
」
の
呼
称
も
呼
ぴ
捨
て
が
基
本
で
あ
る
。
敬
意

を
添
え
る
場
合
に
は
、
「
殿
」
を
添
え
る
事
は
な
く
、
「
八
ム
」
か

「様」

に
し
て
い
る
。
利
休
書
簡
の
特
色
の
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
呼
び
捨
て
に
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
と
疑
問
を
持

つ
も
の
が
あ
る
。
つ
ま
り
略
称
で
あ
る
。
「
羽
筑
・
古
織
」
と
い
っ
た

姓
と
官
職
名
と
に
よ
る
呼
称
の
略
称
、
「
弾
正
・
民
法
」
と
い
っ
た
官

職
名
に
よ
る
呼
称
の
略
称
、

「
羽
藤
・
古
佐
」
と
い
っ
た
姓
と
名
に
よ

る
呼
称
の
略
称
で
あ
る
。
ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
、
「
名
字
と
官
職
名
と
を
簡

単
に
書
く
時
に
は
敬
意
が
低
く
な
る
の
で
あ
っ
て
、
親
し
い
間
柄
な
り
、

内
証

(
Z
E〈
。
)
の
室
百
状
な
り
で
使
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
利
休

書
簡
で
は
、
名
字
と
官
職
名
と
に
か
ぎ
ら
ず
、
名
字
と
名
前
の
略
称

も
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
か
ま
わ
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
問

題
は
、
そ
の
呼
び
捨
て
で
あ
る
。
他
の
書
簡
例
に
よ
れ
ば
、
よ
ほ
ど

の
下
輩
で
な
い
か
ぎ
り
は

「
殿
」
を
添
え
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
利

休
も
、
「
様
L

は
多
く
な
い
が
、
「
八
ム
」
や
「
殿
」
を
添
え
る
場
合
は

あ
る
。
け
れ
ど
も
、
か
な
り
呼
ぴ
捨
て
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
呼

び
捨
て
の
場
合
の
宛
先
を
見
る
と
、
数
奇
者
か
、
芝
山
監
物
と
い
っ

た
極
く
親
し
い
人
物
で
あ
る
。
呼
び
捨
て
に
し
た
人
物
も
多
く
は
茶

の
弟
子
で
あ
る
。
従
っ
て
遠
慮
の
な
い
間
柄
で
は
、
相
手
が
部
将
で

あ
っ
て
も
、
仲
間

・
同
輩
と
し
て
扱
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

凶
の
「
名
前
の
み
に
よ
る
」
呼
称
の
、
「
忠
三
郎
・
小
平
田
」
と

い
っ
た
呼
び
捨
て
の
呼
称
も
気
に
な
る
。
事
例
の
う
ち
、
「
刊
威
介
し

は
、
当
時
、
秀
吉
の
敵
方
に
あ
り
、
越
中
征
伐
の
武
将
に
送
っ
た
手

紙
の
も
の
で
あ
る
か
ら
呼
び
捨
て
も
か
ま
わ
な
い
。
し
か
し
、
忠
三

郎
は
、
一
国

一
城
の
主
で
あ
り
、
小
平
田
は
、
家
康
の
名
代
と
し
て

大
坂
城
に
祇
候
し
た
使
者
で
あ
り
、
秀
吉
も
丁
重
に
も
て
な
し
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
て
呼
び
捨
て
は
失
礼
で
あ
り
、
何
よ
り
も
す
で
に

名
前
で
呼
ぶ
そ
の
こ
と
が
失
礼
で
あ
る
。
利
休
は
自
分
を
誇
示
す
る

た
め
に
呼
び
捨
て
に
し
て
み
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
そ
の
必

要
が
あ
る
と
も
思
え
な
い
。
略
称
の
呼
び
捨
て
と
同
様
に
親
愛
感
か

ら
の
呼
称
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
下
輩
扱
い
と
み
れ
ば
、
利
休
の
倣
慢

さ
と
な
ろ
う
が
や
は
り
親
愛
感
と
見
た
い
。

M
W

の

「
姓
の
み
に
よ
る
」
呼
称
法
の
呼
び
捨
て
は
、
島
津
義
久
に

対
す
る

「島
津
」
が
一
例
で
あ
る
。
{
子
治
の
茶
師
「
上
林
惣
三
郎
」

を
「
上
林
」
と
呼
び
捨
て
に
し
た
例
は
あ
る
が
、
武
将
で
は
「
島

津
」
が
一
例
で
あ
る
。
通
常
は
「
殿
」
が
添
え
ら
れ
る
。
考
え
ら
れ
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る
事
は
、
「
蔵
介
」
と
同
様
に
島
津
義
久
も
秀
吉
に
敵
対
し
て

い
た

点
で
あ
る
。
手
紙
は
、
九
州
平
定
が
な
り
、
そ
の
喜
び
を
伝
え
た
も

(
凶

)

の
で
あ
る
。
敵
対
関
係
で
あ
る
が
ゆ
え
に
呼
び
捨
て
に
な
っ
た
と
す

れ
ば
、
姓
の
呼
ぴ
捨
て
は
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
と
言
え
よ
う
。

使
用
例
が
一
例
と
言
う
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
敬
称
の
助
辞
を
添
え
た
呼
称
法
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
す

で
に
、
「
姓
と
官
職
名
に
よ
る
」
呼
称
、
「
姓
と
名
前
に
よ
る
」
呼
称

法
の
略
称
の
呼
ぴ
捨
て
に
つ
い
て
は
、
疑
問
に
思
う
事
を
述
べ、

助

辞
に
つ
い
て
は
「
様
」
は
多
く
な
く
、
添
え
る
と
す
れ
ば
「
殿

・

公
L

が
一
般
的
で
あ
る
と
述
べ
た
。
「様
L

が
添
え
ら
れ
る
の
は
特

別
な
事
の
よ
う
で
あ
る
。
利
休
が
秀
吉
の
怒
り
に
触
れ
、
堺
に
畳
居

を
命
じ
ら
れ
た
時
、
秀
吉
に
遠
慮
し
て
見
送
る
者
は
、
誰
も
い
な

か
っ
た
。
淀
の
渡
し
場
に
来
た
時
、
ひ
そ
か
に
見
送
る
細
川
忠
興
と

古
田
織
部
の
姿
を
見
付
け
た
。
利
休
は
涙
の
出
る
思
い
で
あ
っ
た
ろ

{
孔
)

ぅ
。
そ
の
喜
び
を
忠
興
の
家
臣
の
松
井
佐
渡
守
に
書
き
送
っ
た
。
そ

の
書
簡
に
「
羽
与
様
」
「
古
織
様
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
利
休
書
簡

で
は
一

回
切
り
の
こ
と
で
あ
る
。
感
謝
の
思
い
が
「
様
」
と
な
っ
て

表
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
武
将
に
対
し
て

「様
L

で
呼
称
す
る
の
は
、

よ
ほ
ど
の
事
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
官
職
名
の
み
に
よ
る
」
呼
称
法
に
つ
い
て
は
、
唐
名
呼
称
の
場
合

が
基
本
的
に
は
呼
ぴ
捨
て
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
で
は
、
官
職
名
に
は

「
殿
」
が
添
え
ら
れ
る
の
が
、
一
般
的
で
あ
る
。
そ
し
て
「
様
」
が
添

え
ら
れ
る
の
は
、
武
将
で
は

「越
中
サ
マ
」
と
「
対
馬
様
」
ぐ
ら
い
で

あ
る
。
こ
れ
は
後
で
述
べ
る
呼
称
の
繰
り
返
し
と
関
係
が
あ
り
そ
う
に

思
う
。
「芝
山
殿
」

「高
山
殿
」

と
い
っ
た

「姓
の
み
に
よ
る
」
呼
称
法

も
、
「
殿
」
を
添
え
る
の
が

一
般
的
で
あ
っ
て
、

「様
」
を
添
え
る
の
は
、

皇
室
か
一
部
の
公
家
に
対
し
て
の
み
で
あ
る
。

「
様
」
が
高
い
敬
意
を
示
す
尊
称
で
あ
る
こ
と
は
、
皇
室
や
秀
吉

(
一
部
で
は
公
家
や
信
長
)
に
対
し
て
専
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
事
で

知
ら
れ
る
。
秀
吉
以
外
で
は
、
秀
吉
の
異
父
弟
の
秀
長
が
、
「
大
納

言
L

で
あ
り
、
「
宰
相
」
で
あ
る
た
め
に
公
家
と
し
て
扱
わ
れ
、

寸様
」
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「筑
州
様
」

「越
州
様
」
「
越
中

サ
マ
L

「対
馬
様
」
の
四
呼
称
が
「
様
」
で
あ
る
。
対
馬
様
の
山
内

一
豊
と
、

利
休
の
交
際
ぶ
り
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、

他
の
人
物
に

つ
い
て
は
、

「様
」
で
呼
称
さ
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
「
様
」
呼
称
は
、
後
で
述
べ
る
呼
称
の
繰
り
返
し
に
関
係

が
あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
心
か
ら
の
尊
称
と
い
う
よ
り
も
、
別
な

事
情
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

最
後
に
、
寸
名
前
の
み
に
よ
る
」
呼
称
法
で
あ
る
。
呼
び
捨
て
に

す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
疑
問
を
述
べ
て
お
い
た
。「
藤
四

郎
殿
」
「新
五
郎
殿
」
に
つ

い
て
は
、
未
詳
で
あ
る
が
、
宛
て
先
の

身
内
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
相
手
の
身
内
と
言
う
こ
と
で
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添
え
ら
れ
た
敬
称
と
思
う
が
、
そ
れ
と
は
違
っ
て
、
高
い
身
分
の
人

に
対
し
て
、

「名
前
に
敬
称
の
助
辞
を
添
え
た
」
呼
び
方
を
す
る
。

「
三
介
殿

・
二
一助
さ
ま
」
は
、
信
長
の
次
男
で
あ
り
、
「
源
五
様
」
は、

信
長
の
弟
で
あ
る
。
「
八
郎
殿
」
は
、
秀
吉
の
養
子
で
あ
り
、

「孫
七

様
」
は
、
秀
吉
の
甥
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
主
人
の
一
族
で
あ
る
。
身

分
の
高
い
人
の
名
前
に
、
敬
称
の
助
辞
を
添
え
て
呼
称
す
る
方
法
は
、

特
に
高
い
敬
意
を
表
わ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
親
愛
の
情
が
、
高
い

敬
意
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
名
乗
に

「様
」
を
添
え
た

「家
康
様

・

政
宗
様
」
に
つ
い
て
は
、
特
に
理
由
を
見
出
せ
な
か
っ
た
が
、
場
面

に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
で
、
概
観
で
は
あ
る
が
、
通
常
の
呼
称
法
に
つ

い
て
触
れ
た
。

や
は
り
、
呼
称
法
の
多
様
さ
に
気
が
付
く
、
微
妙
な
待
遇
の
あ
り
よ

う
と
関
わ
っ
て
い
る
か
と
も
思
う
が
、
う
ち
と
け
た
個
人
の
書
簡
と

言
う
事
に
も
理
由
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

利
休
書
簡
の
人
物
呼
称
を
調
べ
て
い
る
と
、
あ
る
事
実
に
気
が
付

く
。
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、
同
一
人
物
を
繰
り

返
し
呼
称
す
る
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
四
十
二
番
は
、
博
多

の
豪
商
島
井
宗
叱
に
宛
て
た
書
簡
で
あ
る
。

御
状
拝
見
誠
二
御
床
し
く
存
折
節
本
望
之
至
伎
の
巻
物
一
端
贈

給
候
愛
調
法
ニ
候
下
後
以
書
状
成
共
可
申
入
処
に
好
便
無
之
故

無
其
儀
候
其
方
珍
御
事
も
無
之
候
哉
唯
今
秀
吉
公
従
山
崎
大
坂

へ
移
申
候
細
々
見
舞
を
申
事
候
て
堺
ニ
も
し
か
/
¥
と
無
之
候

お
か
し
き
林
共
ニ
候
然
者
細
々
秀
公
御
う
わ
さ
共
に
て
候
あ
わ

れ
今
一
度
御
上
候
へ
か
し
と
今
よ
り
朝
暮
存
儀
に
候
秀
吉
も
ゆ

か
し
か
り
ニ
て
候

一
子
細
候
て
宗
久
茶
入
秀
吉
へ
被
上
申
候
定
而
各
々
可
被
申
候

一
去
年
は
な
ら
し
は
の
事
度
々
候
つ
る
唯
今
は
初
花
近
日
徳
川
殿

よ
り
来
候

(以
下
略
)

呼
称
を
繰
り
返
す
場
合
、
「
秀
吉
公
l
秀
公
秀
吉
」
と
い
っ
た
呼

称
の
変
移
が
見
ら
れ
る
。
次
の
場
合
は
、

二
百
十
二
三
月
十
三
日
付
堀
世
帯
刀
宛
自
筆
消
息

明
朝
御
隙
入
候
は
、
今
日
午
刻
に
御
出
あ
る
へ
く
候
対
馬
さ
ま

へ
も
申
度
候
か
し
く

夜
前
霊
許
御
出
候
よ
し
候
と
唯
今
承
候
懸
御
目
候
者
可
申
上
候
先

一
筆
申
候
対
馬
殿
も
御
出
と
承
候
同
前
に

一
服
申
度
候
明
日
御
帰

に
候
は
冶
明
朝
可
申
入
候
つ
し
ま
殿
へ
御
申
候
て
可
被
下
候
又
今

日
御
帰
に
て
候
哉
承
度
候
か
し
く

「対
馬
さ
ま
|
対
馬
殿
i
つ
し
ま
殿
」
と
い
っ
た
繰
り
返
し
が
み
ら

れ
る
。
書
か
れ
た
順
序
か
ら
言
え
ば、

「対
馬
殿
|

つ

し

ま

殿

対

で
あ
ろ
う
。
か
な
書
き
の
変
化
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
敬
称

/ 

馬
様
」



の
助
辞
が
「
殿
|
様
」
と
変
移
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。

利
休
の
書
簡
中
、
同
一
人
物
が
繰
り
返
し
呼
称
さ
れ
る
書
簡
は
、

二
四
通
存
在
す
ぶ
F

そ
の
う
ち
十
五
通
に
こ
う
し
た
変
移
現
象
が
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
秀
吉
公
|
秀
公
」
の
ケ
l
ス
に
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

「
七
十
八
(
天
正
十
三
年
)
八
月
廿
二
日
付
芝
源
内
宛
自
筆
書
状

御
陳
之
様
子
承
度
迄
に
細
新
迄
以
書
状
申
候
自
然
新
公
指
合
候
者

い
り
か
や
の
箱
一
つ
進
上
候
可
預
御
披
露
候
(
以
下
略
)

細
井
新
助
に
対
し
て
「
細
新
新
公
」
の
短
略
化
が
認
め
ら
れ
る
。

「
二
百
五
十
二

(天
正
十
九
年
)
正
月
二
日
付
松
井
佐
渡
守
宛
自

筆
書
状
追
而
申
候
踏
皮
一
足
ゆ
か
け
一
具
く
け
帯
一
筋
表
当
春
之
祝
儀

候
弾
さ
ま
へ
も
二
色
進
上
候
御
届
頼
存
候
以
上

新
春
珍
重
、
猶
以
不
可
有
尽
期
候

一
旧
冬
十
日
之
脚
状
同
廿
八
日
見
申
候
嘉
例
御
小
袖
茶
綾

一
ケ
到

来
誠
二
御
懇
と
乍
申
奇
特
之
御
音
信
奉
感
候

一
不
慮
之
御
逗
留
只
今
二
本
松
二
浅
弾
御
同
陣
是
又
奇
特
乍
去
御

名
誉
ニ
候
上
様
も
御
耳
ニ
入
御
感
に
候

一
奥
州
一
撲
蜂
起
之
事
偏
に
政
宗
謀
反
之
段
無
紛
様
ニ
上
傑
御
耳

へ
も
入
申
候

一
羽
忠
を
政
宗
武
略
之
覚
悟
羽
忠
油
断
之
様
ニ
被
思
召
候
就
其
去

廿
八
日
以
両
使
中
様
家
康
様
御
両
所
へ
折
紙
被
進
候
定
而
弾
様

へ
も
可
為
同
前
候

(
中
略
)

一
政
宗
に
従
霜
台
御
返
事
之
趣
承
候
上
様
之
思
召
と
呉
々
同
前
に

候
何
事
を
被
申
候
て
も
会
津
通
路
取
切
之
上
は
不
入
儀
候
事

(
以
下
略
)

こ
の
書
簡
に
は
、
「
浅
弾
弾
様
弾
さ
ま
」
の
短
略
化
と
、
「
浅
弾

霜
台
」
の
言
い
換
え
が
認
め
ら
れ
る
。

二
百
三
日
付
欠
芝
監
宛
自
筆
消
息

従
筑
州
様
杓
御
請
取
候
て
可
然
候
町
野
殿
折
紙
も
請
取
申
候
就
中

忠
も
し
さ
ま
御
札
柔
候
筑
も
し
へ
の
御
礼
事
我
等
比
白
々
請
取
申
候

何
も
相
残
済
可
申
候
問
其
刻
尚
可
申
談
候
忠
も
し
さ
ま
へ
能
御
報

不
申
候
町
殿
へ
も
御
返
事
不
申
候
呉
々
古
織
殿
委
放
申
候
か
し
く

こ
こ
に
は
、
「
筑
州
様
|
筑
も
じ
」
(
筑
前
守
前
田
利
家
)
、
「
町
野
殿

|
町
殿
」
(
蒲
生
氏
郷
の
家
老
)
の
短
略
化
が
認
め
ら
れ
る
。

二
百
七
七
日
付
宗
安
公
宛
自
筆
消
息

一
今
朝
羽
筑
へ
刀
算
用
之
注
文
参
候
処
に
如
此
返
札
候
三
松
公
も

一
段
御
迷
惑
か
り
に
て
候
へ
と
も
相
国
様
御
誌
一
一
付
而
色
々
我

等
も
肝
煎
候
筑
公
よ
り
如
此
候
へ
ハ
尤
可
然
候
問
花
入
を
取
か

へ
し
三
松
へ
可
参
候
い
や
に
て
ハ
候
ま
し
く
候
文
林
三
も
し
さ

ま
へ
御
か
へ
し
候
へ
と
可
被
申
候
(
下
略
)
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こ
こ
に
は
、
「
羽
筑
|
筑
公
」
の
短
略
化
と
、
「
三
松
公
ーー
コ
一
松
」
の
、

敬
称
省
略
が
認
め
ら
れ
る
。
コ
二
も
し
さ
ま
」
は
、
「
三
松
!
三
も
じ

さ
ま
」
の
短
略
化
の
よ
う
で
あ
る
が
、
「
丈
林
:
:
:
可
被
申
候
」
と

あ
る
よ
う
に
文
脈
が
相
違
す
る
の
で
、
一
続
き
の
簡
略
化
と
は
認
め

ら
れ
な
い
。

五
十
三

(天
正
十
二
年
)
六
月
十
三
日
付
宛
名
欠
自
筆
書
状
写

寒
被
寄
思
食
一
折
過
当
至
極
に
候
尚
従
是
可
申
入
候

御
折
紙
拝
領
昨
日
従
秀
吉
公
御
折
紙
到
来
候
竹
鼻
域
去
十
日
に
相

渡
候
城
中
衆
之
は
一
柳
一
介
牧
村
長
兵
贈
候
て
長
嶋
帰
城
候
直
に

秀
吉
は
伊
州
へ
御
越
被
申
候
(
下
略
)

こ
こ
に
は
、
「
秀
吉
公
秀
吉
」
の
敬
称
省
略
が
認
め
ら
れ
る
。

百
五
十
五

(
天
正
十
五
年
)
十
九
日
付
両
三
人
宛
自
筆
消
息

此
暁
三
人
御
出
き
と
く
に
て
候
と
か
く
思
案
候
ニ
色
々
申
被
下
候

て
も
不
調
候
我
等
物
を
切
々
大
里
…
を
紹
安
に
と
ら
せ
可
申
候
は
や

舟
を
ハ
松
賀
嶋
殿
へ
参
度
候
又
々
と
か
く
越
中
サ
マ
御
心
へ
分
候

ハ
て
ハ
い
や
に
て
候
此
理
を
古
織
と
御
談
合
候
て
今
日
中
に
御
済

あ
る
へ
く
候
明
日
松
殿
ハ
下
向
に
て
候
何
に
と
も
早
舟
事
さ
う
さ

な
く
候
是
も
む
つ
か
し
く
候
越
中
殿
へ
も
心
へ
候
て
右
如
申
候
は

や
舟
を
は
飛
も
し
参
候
大
く
ろ
を
紹
安
に
可
被
遣
候
事
乍
迷
惑
其

分
に
す
ま
し
可
申
候
己
上
か
し
く

「
大
黒
・
早
舟
」
と
名
付
け
た
茶
碗
を
長
男
の
紹
安
と
松
賀
嶋
殿
で
あ

る
飛
弾
守
蒲
生
氏
郷
と
に
譲
る
こ
と
に
し
た
の
で
、
両
三
人
の
申
出
に

は
応
じ
ら
れ
な
い
と
し
た
内
容
で
あ
る
。
細
川
越
中
守
忠
興
も
納
得
し

て
く
れ
な
い
の
で
困
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
「
松
賀
嶋
殿
松

殿
l
飛
も
じ
」
の
短
略
化
、
ま
た
は
呼
称
の
言
い
換
え
が
認
め
ら
れ
、

「越
中
サ
マ
越
中
殻
L

の
敬
称
の
変
移
が
認
め
ら
れ
る
。

二
百
四
十
三

(
天
正
十
八
年
)
六
月
十
日
付
木
村
弥
一
右
衛
門
尉

宛
自
筆
書
状

政
{
一
示
公
唯
今
御
尋
之
事
外
聞
宗
次
第
候
抑
御
太
万
一
腰
馬
代
金
拾

両
拝
悦
是
又
過
分
尤
唯
今
為
御
礼
可
令
伺
候
処
に
養
生
刻
関
白
様

御
成
之
時
も
不
可
罷
出
御
法
度
蒙
仰
之
条
乍
恐
御
礼
令
不
参
候
御

存
旨
貴
所
政
宗
様
へ
被
仰
上
候
者
可
為
本
望
候
(
下
略
)

こ
こ
に
は
、
寸
政
宗
公
政
宗
様
」
と
い
う
敬
称
の
変
移
が
認
め
ら

れ
る
。
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二
十
八

(
天
正
九
年
)
卯
月
一
日
付
平
勘
兵
衛
尉
宛
自
筆
書
状

(
前
略
)

一
四
五
日
さ
き
に
と
う
き
ち
郎
殿
の
ほ
り
に
て
候
あ
す
は
あ
っ
ち

へ
御
出
に
て
候

(
二
箇
条
ほ
ど
中
略
)

一
き
の
ふ
廿
九
日
に
羽
藤
ふ
る
ま
い
候
て
き
よ
み
つ
に
て
の
ふ
を

さ
せ
ら
れ
候
事
の
ほ
か
な
る
ふ
る
ま
い
に
て
候

一
き
や
う
に
て
御
ょ
う
候
は
、

可
承
候
又
此
方
よ
り
は
米
を
か
り



ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
恐
々
謹
言

こ
こ
に
は
、
「
と
う
き
ち
郎
殿
l
羽
藤
」
の
言
い
換
え
が
認
め
ら
れ
る
。

二
十
九
七
月
十
二
日
付
末
勘
兵
宛
自
筆
書
状

筑
州
へ
藤
四
郎
殿
御
礼
被
申
大
慶
に
候

一
住
吉
之
事
様
子
直
に
秀
吉
日
を
承
藤
へ
申
渡
候

(
二
箇
条
ほ
ど
省
略
)

一
秀
吉
へ
御
音
信
お
ひ
た
〉
し
き
林
殊
に
酒
一
段
井
干
飯
著
由
候

藤
仕
合
能
候
て
我
等
迄
本
望
候

一
貴
所
へ
上
さ
ま
両
度
ま
て
申
候
能
知
候
恐
々
謹
言

こ
こ
に
は
、

「筑
州
l
秀
吉
」
の
言
い
換
え
と
、

「藤
四
郎
殿
藤
」

の
短
略
化
が
認
め
ら
れ
る
。
「
上
さ
ま
」
は
、
信
長
の
こ
と
で
あ
る
。

四
十
=
二

天
正
十
一
年
)
七
月
廿
七
日
付
宛
名
欠
自
筆
書
状

瓢
庵
罷
下
候
条

一
筆
申
上
候

(中
略
)

一
先
度
は
大
坂
迄
遠
路
御
音
信
宗
次
第
二
候
尚
宗
二
申
含
候
恐
憧

啓
白

こ
こ
に
は
、

山
上
宗
二
に
対
し
て
「
瓢
庵
|
宗一

一」
の
言
い
換
え
が

認
め
ら
れ
る
。

百
八
十
三
六
月
八
日
付
民
法
印
宛
自
筆
書
状

円
乗
坊
迄
尊
書
弁
生
鮎
百
拝
領
過
分
至
極
令
存
候
頓
可
遂
賞
翫
候

此
中
先
参
候
て
御
礼
可
申
上
候
処
に
円
如
存
知
愛
元
忍
に
て
居
申

候
条
態
参
て
も
不
申
入
候
明
朝
可
参
候
宗
奉
存
候
恐
憧
謹
言

こ
こ
に
は
、
「
円
乗
坊
i
円
」
の
短
略
化
が
認
め
ら
れ
る
。

百
五
十
九
日
付
欠
賀
岡
宛
自
筆
消
息

鮭
一
ケ
過
分
々
々

上
様
御
成
と
開
申
候
者
人
を
可
被
下
候
可
罷
出
候
妙
法
院
さ
ま
晩

景
御
振
舞
ニ
て
致
伺
公
候
定
北
野
御
茶
上
成
昼
可
被
問
之
由
候
て

今
可
参
之
由
ニ
候
其
分
一
一
候

右
ニ
申
候
御
成
事
聞
申
候
者
妙
へ
人
を
可
被
下
候

こ
こ
に
は
、
「
妙
法
院
さ
ま
|
妙
」
の
短
略
化
が
認
め
ら
れ
る
。

五
十
四

(天
正
十
二
年
)
七
月
十
八
日
付
宛
名
欠
自
筆
書
状

徳
雲
我
等

〔

〕
三
一
井
寺
に
て
御
報
申
候
秀
吉
大
か
き
へ
今
朝

〔

〕
に
て
候
徳
も
御
〔
〕
存
候

(以
下
略
)

以
上
が
十
五
通
に
見
ら
れ
る
変
移
で
あ
る
。
変
移
の
内
容
を
ま
と

め
て
み
る
と
、

問
、
「
円
乗
坊
|
円
」
「
藤
四
郎
殿
|
藤
」
な
ど
の
よ
う
な
一
字
短

略
。
そ
れ
に
「
町
野
殿
町
殻
」
「
羽
筑
l
筑
公
」
「
浅
弾
|
弾

様
」
「
筑
州
様
筑
も
し
し
の
よ
う
に
「
殿
・
公
・
様

・
も
じ
」

e

の
助
辞
を
添
え
た
も
の
。

川
、
「秀
吉
八
ム
ー
ー
秀
吉
」
「
越
中
サ
マ
!
越
中
殿
」
な
ど
の
よ
う
な

敬
称
の
助
辞
の
省
略
、
同
じ
く
言
い
換
え
に
よ
る
変
移
。

側
、
「
と
う
き
ち
郎
殿
羽
藤
L

寸
筑
州
秀
吉
し
な
ど
の
よ
う
な

呼
称
の
言
い
換
え
に
よ
る
変
移
、
と
な
る
。
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な
ぜ
こ
の
よ
う
に
呼
称
の
仕
方
を
換
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

同
の

一
字
短
略
化
は
、
繰
り
返
す
面
倒
を
省
い
て
簡
略
表
記
を
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
大
胆
な
簡
略
法
で
あ
る
。
面
倒
を
省
く

と
い
う
よ
り
も
簡
略
表
現
を
す
る
そ
の
こ
と
に
本
領
が
あ
り
そ
う
な

気
が
す
る
。
川
の
敬
意
の
変
化
は
、

「秀
吉

公

秀

吉
」
「越
中
サ
マ

ー
越
中
殿
」
の
よ
う
に
敬
意
を
下
げ
て
い
く
場
合
と
、
「
対
馬
殿
|

対
馬
さ
ま
」
「
政
宗
公
|
政
宗
様
」
の
よ
う
に
敬
意
を
上
げ
て
い
く

場
合
と
が
あ
る
。
上
げ
る
場
合
は
、
自
然
な
よ
う
に
思
う
が
、
下
げ

て
い
く
の
に
は
何
か
意
図
的
な
も
の
を
感
じ
る
。
同
の
呼
称
の
変
化

は、

「瓢
庵
|
宗
二
」
の
よ
う
に
最
初
を
敬
意
の
高
い
呼
称
に
し
、

後
は
、
通
常
の
呼
称
に
し
て
い
く
傾
而
が
認
め
ら
れ
る
。
繰
り
返
し

に
な
る
が
、
そ
れ
に
し
で
も
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
変
化
さ
せ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
偶
然
と
は
言
い
難
い
実
例
数
で
あ
る
。

他
の
書
簡
例
を
「
大
日
本
史
料
」

等
で
探
索
し
、
比
較
考
察
す
る

こ
と
が

一
方
法
で
あ
ろ
う
↑
今
は
全
く
便
宜
的
な
方
法
で
あ
る
が
、

桑
田
忠
親
著
作
集
金
十
巻
に
所
収
さ
れ
て

い
る
書
簡
集
を
参
考
に
し

て
み
た
。
戦
国
武
将
の
書
簡
が
「
戦
国
武
将
の
手
紙
」
と
し
て
巻
三
一

に
収
め
ら
れ
、
信
長

・
秀
吉
・
家
康
の
手
紙
も
「
織
田
信
長
の
手

紙
」
「
太
閤
秀
吉
の
手
紙
」
「
徳
川
家
康
の
手
紙
」
等
の
項
目
で
各
巻

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
巻
七
に
は
、
戦
国
女
性
の
手
紙
、
巻
十
に
は
、

古
田
織
部
の
手
紙
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
原
文
の
ま
ま
も
あ
れ
ば
、

解
読
さ
れ
た
状
態
の
も
の
も
あ
る
。

し
か
し
、
利
休
書
簡
の
よ
う
変
移
の
例
は
見
当
ら
な
か
っ
た
。
唯

一
、
毛
利
元
就
の
手
紙
に
、

児
玉
三
郎
右
衛
門
殿
所
へ
御
状
、
披
見
申
し
候
。
立
花
表
に
至
っ

て
も
申
せ
し
め
候
い
つ
。
こ
ん
ど
異
儀
な
く
御
取
り
退
き
候
事
、

本
望
の
至
り
に
候
。
い
ず
れ
も
こ
れ
よ
り
、

此
等
の
儀
、
わ
ざ
と

申
す
べ
き
の
条
。
先
ず
以
て
、
筆
を
閣
き
候
。
な
お
、
児
三
右
所

よ
り
申
す
べ
く
候
。
恐
々
謹
言
。

(
永
禄
十

二

年

)

極

月

十

日

元

就

御

判

(日

)

乃
美
兵
部
丞
殿
御
宿
所

「
児
玉
三
郎
右
衛
門
殿
児
三
右
」
の
簡
略
化
ら
し
き
も
の
が
み
ら

れ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
書
簡
に
よ
く
用
い
ら
れ
る

略
称
で
あ
り
、
利
休
の

一
字
略
称
と
は
性
質
の
違
う
も
の
で
あ
る
。

利
休
書
簡
の
こ
の
繰
り
返
し
に
見
ら
れ
る
変
化
は
、
偶
然
で
は
な
く
、

何
か
意
図
的
な
も
の
を
感
じ
る
。
し
か
し
今
の
と
こ
ろ
理
由
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
。
た
だ
こ
う
し
た
呼
称
の
変
移
に
利
休
書
簡
の
こ
だ
わ

り
の
な
い
自
由
さ
を
感
じ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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四

呼
称
を
繰
り
返
す
時
の

一
字
略
称
の
事
を
述
べ
た
。
し
か
し
こ
れ

ら

一
字
略
称
が
、
繰
り
返
す
時
の
便
法
と
し
て
の
み
で
な
く
、
書
簡



の
中
で
単
独
で
よ
く
用
い
ら
れ
、
変
っ
た
呼
称
法
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
次
に
述
べ
る
。

二
百
二
+
七
十
一
月
十
八
日
付
宛
名
欠
自
筆
書
状

従
堺
昨
日
此
方
へ
参
候
態
参
候
て
不
申
上
候
御
透
ニ
一
服
と
存
候

へ
共
無
御
隙
候
由
円
被
申
候
間
待
申
候
是
非
共
と
存
計
候
尚
円
可

被
申
候
恐
憧
謹
言

百
九
十
五
菊
月
廿
二
日
付
伊
勢
某
宛
自
筆
書
状

(
前
略
)

的
使
候
条

一
昨季
申
候
の
南
坊
昨
日
午
刻
三
呂
古
を
立
被
申
候
浅
弾

少
書
状
を
罷
下
申
候
先
々
仕
合
目
出
度
下
向
候
て
本
望
此
事
存
候

御
心
底
可
為
同
前
と
奉
存
候
芝
本
望
由
被
申
候
(
以
下
略
)

九
十
五
日
付
欠
芝
源
宛
自
筆
消
息

只
今
従
御
城
帰
候
薫
の
書
状
進
之
候
殿
大
機
嫌
御
推
量
あ
る
へ
く

候
(
以
下
略
)

五

+

日

付
欠
竹
斎
宛
自
筆
消
息

あ
ま
り
に
け
も
無
之
書
物
ニ
て
候
猶
祐
ま
て
此
由
申
度
候
(
以
下

略
)
百
三
三
月
晦
日
付
妙
庵
宛
自
筆
消
息

(
前
略
)
老
後
御
た
の
し
ミ
と
存
色
々
ニ
候
而
進
之
候
掃
右
之

一

貫
返
候
を
女
房
衆
に
預
け
お
き
候

傍
線
を
施
し
た
部
分
に
そ
れ
ぞ
れ
二
子
略
称
の
人
物
呼
称
が
見
ら

れ
る
。
「
円
」
は
円
乗
坊
、
寸
芝
し
は
芝
山
監
物
宗
綱
、
「
薫
」
は
今

井
宗
薫
、

「祐
」
は
未
詳
、
「
掃
」
は
上
林
掃
部
、
そ
れ
ぞ
れ
の
略
称

で
あ
る
。

「桑
田
忠
親
著
作
集
」
所
収
の
書
簡
類
か
ら
類
例
を
求
め
て
い
く

と
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
っ
た
。
伊
達
政
宗
が
属
将
の
中
島
伊
勢
守

に
送
っ
た
書
簡
に
、

(前
略
)
此
の
表
の
義
、
定
め
て
心
元
な
く
こ
れ
あ
る
べ
く
候
や
。

佐

・
会
の
其
の
外
、
二
一
四
家
相
談
を
以
て
、
郡
山
に
向
い
陣
に
及

ば
れ
候
。
誠
に
希
う
と
こ
ろ
に
候
の
条
、
則
ち
打
寄
り
、

相
近
き
、

対
陣
に
及
び
候
。
然
り
と
い
え
ど
も
、
間
切
所
に
つ
い
て
、
互
に

何
事
な
く
候
い
き
。
幾
説
も
佐
陣
敗
北
た
る
べ
き
の
よ
し
、

告
げ

来
た
り
候
い
き
。
(
後
略
)

(

天

正

十

六

年

)

六

月

十

九

日

政

宗

中

伊

「佐
」
は
佐
竹
義
重
、

「会
」
は
会
津
の
芦
名
義
広
の
略
称
で
あ
る
。

「
対
陣
に
及
ぶ
候
」
と
あ
る
よ
う
に
政
宗
の
敵
方
の
人
物
で
あ
る
。

来
礼
の
如
し
、
大
内
備
前
守
二
本
松
へ
懸
け
入
り
、
詫
言
に
及
び

候
条
、
赦
免
せ
し
め
候
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
表
い
よ
い
よ
種
々

の
義
ど
も
告
げ
来
た
り
候
い
き
。
田
の
事
も
、

三
春
上
下
、
愛
元

へ
一
味
の
旨
候
問
、
こ
れ
ま
た
心
元
な
く
こ
れ
あ
る
べ
か
ら
ず
候
。

(後
略
)
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(
天
正
十
六
年
)
卯
月
十
四
日

中
島
伊
勢
守
殿

文
中
に
「
回
し
と
あ
る
の
は
、
田
村
清
顕
の
こ
と
で
、
「
心
元
な
く

こ
れ
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
こ
れ
も
政
宗
の
敵
方
で
あ
る
。

一
字
略
称
は
、
い
ず
れ
も
敵
方
の
人
物
で
あ
っ
て
、
相
手
を
軽
蔑
し

た
感
情
的
な
呼
称
か
と
思
わ
れ
る
が
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
っ
た
。

(前
略
)
さ
り
な
が
ら
敵
陣
取
り
に
た
て
龍
り
、
合
戦
に
及
ぶ
べ

き
体
こ
れ
な
き
由
、
申
し
候
。
藤
孝
御
参
会
候
や
。
御
ゆ
か
し
く

候
。
叱

・
前
・

徳
雲
御
こ
と
づ
て
申
し
た
く
候
。
恐
々
謹
言
。

五

月

四

日

光

秀

惟
日

政
宗

臨
江
斎
床
下

西
国
出
陣
中
の
明
智
光
秀
が
、
連
歌
師
の
里
村
紹
巴
に
宛
て
た
書
簡

で
あ
る
。
「
叱
・
前
」
と
あ
る

一
字
略
称
は
、
紹
巴
の
弟
子
の
里
村

昌
叱
と
里
村
心
前
の
こ
と
で
あ
る
。
連
歌
を
と
お
し
て
の
親
し
い
間

柄
で
も
あ
ろ
う
し
、
内
容
か
ら
し
て
も
軽
蔑
し
た
呼
称
で
は
な
い
。

一
字
略
称
は
、
下
輩
扱
い
の
呼
称
で
あ
っ
て
、
場
面
に
よ
っ
て
は
、

相
手
を
軽
視
し
た
呼
称
に
も
な
れ
ば
、
遠
慮
の
な
い
呼
称
に
も
な
る

の
で
あ
ろ
う
。

一
字
略
称
は
、
札
に
か
な
っ
た
呼
称
法
と
は
言
え
な
い
が
、
利
休

以
外
の
書
簡
に
も
見
出
せ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
利
休
の
場
合
、

妙
法
院
門
跡
に
対
す
る
「
妙
」
と
か
、
宛
先
の
身
内
か
と
思
わ
れ
る

藤
四
郎
殿
の

「藤
」
を
見
る
と
、
繰
り
返
す
時
の
省
略
と
し
て
の

一
字
略
称
と
、
単
独
に
用
い
る
一
字
略
称
と
で
は
ニ
ュ
ア

ン
ス
に

違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

繰
り
返
し
と
い
う
こ
と
で
下
輩

感
が
薄
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
失
礼
と
も
思
わ
れ
る

よ
う
な
一
字
略
称
法
が
利
休
書
簡
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
さ

れ
る
。

次
に
、
敬
称
の
助
辞
を
添
え
た
場
合
を
見
て
い
き
た
い
。
「殿」

を
添
え
た
例
は
、
す
で
に
取
り
上
げ
た
「
松
殿
」

(百
五
十
五
)
と

「
町
殿
」

(一一
百
三
)
の
二
例
の
ほ
か
は
見
出
せ
な
か
っ
た
c

「
八
ム
」
を
添
え
た
例
は
、
す
で
に
取
り
あ
げ
た
「
秀
八
ム
」
(
四
十

三
)
、
「
新
公
」
(
七
十
八
)
、
「
筑
公
」
(
二
百
七
)
の
三
例
の
ほ
か
に

次
の
よ
う
な
例
が
あ

っ
た
。

七
十
四

(天
正
十
三
年
)
七
月
八
日
付
松
新
公
宛
自
筆
書
状

追
而
申
候
幽
斎
越
公
へ
も
指
計
無
之
候
間
別
紙
に
不
申
候
此
室
田

中
申
入
度
候
(
以
下
略
)

二
百
一
日
付
欠
芝
監
宛
自
筆
消
息

今
朝
忠
公
へ
茶
を
申
候
貴
所
御
壷
又
茶
御
上
意
に
て
候
弥
々
能
候

哉
上
様
御
上
洛
候
間
今
日
者
御
城
へ
出
可
申
と
存
候
か
し
く

三
十
三
三
月
八
日
付
末
勘
公
宛
自
筆
書
状

(
追
室
回
文
省
略
)
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従
祐
公
樽
弐
荷
給
候
御
心
得
所
仰
候
殊
更
細
々
新
坊
御
出
本
望

候(
一
箇
条
省
略
)

一
作
事
漸
に
出
来
候
見
物
に
早
則
被
下
侯
延
引
候
者
秀
公
御
障
の

事
も
可
開
候
(
以
下
略
)

二
百
四
十
八

(天
正
十
八
年
)
九
月
八
日
付
木
弥
一
右
宛
自
筆
書
状

御
礼
過
分
至
極
来
十
一
日
朝
御
口
切
事
候
去
年
事
存
出
別
而
呑
次

第
に
候
古
公
致
同
道
参
候
て
御
心
添
可
給
候
恐
憧
敬
白

「
越
公
」
は
細
川
越
中
守
忠
興
、

「忠
公
」
は
蒲
生
忠
三
郎
氏
郷
、

「
祐
公
」
は
未
詳
、

「古
公
L

は
古
田
織
部
重
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
相
当
の
地
位
の
人
物
で
あ
る
が
、
茶
を
と
お
し
て
の
親
し
い

弟
子
で
あ
る
。
宛
先
も
利
休
書
簡
で
し
ば
し
ば
名
の
出
て
く
る
親
し

い
間
柄
で
あ
る
。

三
字
略
称
が
遠
慮
の
な
い
呼
称
で
あ
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
が
、
「
八
ム
」
が
添
え
ら
れ
て
い
る
の
で
失
礼
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
落
語
な
ど
に
登
場
し
て
く
る
留
公
と
か
八
公
と
い
っ
た

庶
民
的
な
呼
称
と
は
性
格
が
違
っ
て
い
る
。
「公
L

の
敬
意
が
十
分

に
生
き
て
お
り
、
相
当
の
人
物
に
し
か
用
い
て
い
な
い
。
著
作
集
に

(
同
)

よ
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
利
休
書
簡
に
も
出
て
く
る
が
、

「
三
左
公
L

(

池

一

聞

は

)

田
三
一
左
衛
門
尉
輝
政
)
と
か
、
「
曲
目
兵
公
L

(

曽
我
兵
庫
頭
助
乗
)
な

ど
、
通
常
の
略
称
に
「
八
ム
L

を
添
え
た
例
は
出
て
来
た
が
、
二
子
略

称
形
の
も
の
は
一
例
も
見
当
ら
な
か
っ
た
。

「様
L

を
添
え
た
例
は
、
す
で
に
取
り
あ
げ
た

十
二
)
の
ほ
か
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
っ
た
。

二
百
二
十
五
+
月
五
日
付
浅
少
宛
自
筆
消
息

就
中
様
御
光
臨
に
雁
一
鮭
一
ケ
呑
候
又
明
朝
御
し
ゃ
う
は
ん
ハ
三

松
と
被
仰
出
候
又
残
之
御
茶
之
時
分
ニ
不
干
を
我
等
に
同
道
可
仕

之
白
御
誌
ニ
候
為
御
心
得
申
候
恐
憧
か
し
く

百
三
十
一
十
月
十
八
日
付
松
新
宛
自
筆
書
状

(
前
略
)

一
与
様
御
茶
事
に
色
々
か
ら
か
い
我
等
か
ち
申
候
就
其
関
白
様
時

雨
と
申
大
壷
さ
る
か
た
よ
り
上
申
候
与
様
可
被
参
之
由
候
内
々

我
等
よ
り
申
遣
候
へ
く
候
間
早
申
入
候
(
以
下
略
)

百
九
十
四

(
天
正
十
六
年
)
八
月
十
六
日
付
少
庵
宛
自
筆
消
息

来
十
八
日
朝
輝
様
御
茶
を
申
上
度
候
急
度
被
伺
候
て
返
事
ま
ち
候

然
者
次
迄
成
共
佐
世
殿
堅
固
兵
部
殿
御
両
所
御
供
候
て
残
御
茶
一

服
聞
召
候
様
ニ
可
申
候
先
輝
様
へ
伺
返
事
待
候
か
し
く

百
三
十
九

(天
正
+
四
年
)
極
月
四
日
付
黒
勘
宛
自
筆
書
状

(
前
略
)
の
色
紙
別
而
可
為
御
秘
蔵
候
一
段
見
事
に
存
候
明
日
尾

張
へ
御
越
中
様
へ
御
心
得
候
て
可
被
下
候
(
以
下
略
)

二
十
七
日
付
欠
森
伝
公
宛
自
筆
消
息

茶
杓
貴
所
之
御
用
と
申
候
間
此
者
に
壱
つ
進
し
候
我
等
取
て
お
き

申
候
又
此
き
ん
ら
ん
の
袋
を
慶
様
へ
被
参
て
可
被
候
か
し
く

「
弾
様
」
(
二
百
五
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「
中
様
」
は
、
羽
柴
中
納
言
秀
次
の
こ
と
で
あ
る
。
黒
田
勘
解
由
孝

高
に
宛
て
た
書
簡
中
の
「
中
様
」
は
、
別
人
で
あ
る
が
、
誰
で
あ
る

か
は
未
詳
で
あ
る
。
「
与
様
」
は
細
川
与
一
郎
忠
興
、
「
輝
様
」
は
毛

利
輝
元
で
あ
る
。
「
慶
様
」
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
江
戸
時
代

の
遊
女
が
馴
客
を
寸
徳
さ
ま
し
と
呼
ん
だ
り
す
る
印
象
か
ら
す
る
と
、

利
休
書
簡
の
こ
れ
ら
の
呼
称
に
違
和
感
を
お
ぼ
え
る
が
、
そ
う
し
た

も
の
と
は
違
っ
た
ま
じ
め
な
呼
称
法
で
あ
る
。

著
作
集
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
っ
た
。

(
前
略
)
め
で
た
き
御
事
、
か
な
ら
ず
参
り
候
て
申
す
べ
く
候
。

か
し
く
五

月

三

日

伏

見

よ

り

|
』

I
l
l
l
1

(却
)

秀

さ

ま

御

返

事

大

か

う

と

、

秀
吉
の
、
愛
児
秀
頼
に
宛
て
た
自
筆
書
簡
に
「
秀
よ
り
さ
ま
」
の
ほ

か
に
、
「
秀
さ
ま
」
の
呼
称
が
一
例
見
出
せ
た
。

『
定
本
千
利
休
の
書
簡
』
の
中
に
も

「
〆

少

庵

ま

い
る

此
は
な
入
か
ら
日
本
物
見
わ
け
か
た
く
候
休
様
へ
被
懸
御
日
候
て

可
給
存
分
仕
ハ
一
段
と
お
し
き
物
に
て
候
恐
々
か
し
く

士
一
月
七
日

紹
安

利
休
の
長
男

・
紹
安
が
弟
の
少
庵
に
宛
て
た
手
紙
で
、
花
入
が
唐
の

物
か
、
日
本
の
物
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
、
父
の
利
休
に
鑑
定
し

て
も
ら
っ
て
く
れ
と
頼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
利
休
を

「休
様
」
と
呼

ん
で
い
る
。

わ
ず
か
二
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
一
つ
は
、
目
に
い
れ
で
も
痛
く
な

い
愛
児
、
一
つ
は
、
尊
敬
す
べ
き
偉
大
な
父
に
対
し
て
の
呼
称
で
あ

る
。
心
か
ら
の
敬
意
と
親
愛
の
情
の
こ
も
っ
た
呼
称
で
あ
る
。
言
っ

て
み
れ
ば
、
最
上
位
の
身
内
呼
称
と
い
う
べ
き
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

利
休
の
場
合
、
細
川
忠
興
の
家
臣
で
、
親
し
い
間
柄
で
も
あ
る
松
新

に
対
し
て
、
そ
の
主
人
の
忠
興
を
敬
愛
し
て
呼
称
し
た
事
情
は
理
解

で
き
る
。
毛
利
輝
元
に
つ
い
て
は
ど
う
し
て
な
の
か
、
よ
く
わ
か
ら

な
い
が
、
身
内
呼
称
と
も
い
う
べ
き
呼
称
法
で
、
こ
れ
ら
の
人
が
呼

ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
私
信
で
あ
る
が
ゆ
え
に
こ
う
し
た
呼
称
法
の

使
用
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
と
同
時
に
、
利
休
の
こ
だ

わ
り
の
な
い
人
柄
を
見
る
思
い
が
す
る
。
「筑八ム

・
秀
公
」
な
ど
に

つ
い
て
も
同
様
に
、
利
休
の
こ
だ
わ
り
の
な
い
自
由
さ
を
見
る
思
い

が
す
る
。

最
後
に
、
「
も
じ
」一
言
葉
を
添
え
る
呼
称
法
に
つ
い
て
見
て
お
き

た
い
。
す
で
に
取
り
上
げ
た

「筑
も
し
」
(
二
百
三
)
、

J
一
も
し
さ

ま
」
(
二
百
七
)
、
「
飛
も
し
」

(百
五
十
五
)
の
ほ
か
に
も
次
の
よ
う

な
例
が
あ
る
。

百
七
五
月
四
日
付
松
新
宛
自
筆
消
息

夜
前
者
与
も
し
さ
ま
に
夜
放
候
て
放
申
候
大
仏
御
普
請
に
は
や
御
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出
候
ハ
、
か
の
焼
茶
を
可
被
下
候
よ
そ
へ
御
や
り
あ
る
ま
し
く
候

恐
憧
か
し
く

百
十
二

(天
正
十
四
年
)
七
月
七
日
松
新
公
宛
自
筆
書
状

(
前
略
)
今
度
越
も
し
さ
ま
大
石
を
被
引
候
処
関
白
様
石
の
上
に

て
御
音
頭
を
と
ら
れ
候
事
愛
元
其
か
く
れ
無
之
候
御
名
誉
に
候
貴

老
御
心
底
奉
察
候
就
夫
越
も
し
さ
ま
へ
以
書
状
申
入
候
御
届
願
申

候

(以
下
略
)

百
六
十
四

正
月
廿
九
日
付
慶
忠
宛
自
筆
消
息
写

(
尚
々
書
省
略
)
子
持
か
た
へ
懇

ニ
色
々
給
候
由
申
候
呑
存
候
し

か
れ
ハ
忠
も
し
さ
ま
よ
り
早
苅
の
か
ら
龍
御
拝
領
候
関
本
歌
御
尋

に
て
候
春
日
野
に
か
よ
ふ
心
の
お
と
こ
山
と
め
て
身
に
し
む
さ
を
し
か

の
こ
ゑ

其
分
を
ハ
面
上

ニ
可
申
候
恐
憧
か
し
く

「筑
も
し
」
は
前
田
利
家
、

「
飛
も
し

・
忠
も
し
」
は
蒲
生
氏
郷
、

「
与
も
し
・
越
も
し
」
は
細
川
忠
興
の
こ
と
で
あ
る
。
三
人
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。

「
三
も
し
」
は
、
別
に
論
じ
る
。
三
人
は
、
一言
、つま

で
も
な
く
利
休
と
親
交
の
深
っ
た
人
で
あ
り
、
援
助
者
で
も
あ
っ
た

ろ
う
。
寸
も
じ
」
言
葉
に
は
、
相
手
を
大
事
な
も
の
と
し
て
扱
っ
て

い
る
印
象
が
す
る
の
で
あ
る
。

著
作
集
を
見
る
と
、
信
長
が
娘
の
冬
姫
に
宛
て
て
「
ふ
も
じ
御
返

(
包

)
事
」
と
用
い
、
秀
吉
も
、
井
明
政
所
ね
ね
に
宛
て
て
「
ね
も
じ
」
、
側

室
と
ら
に
宛
て
て
「
と
も
じ
L

を
用
い
て
い
る
。
い
ず
れ
も
男
性
が

女
性
に
宛
て
た
手
紙
で
あ
る
。
虎
明
本
狂
言
集

「
八
尾
」
に
、
男
性
で

あ
る
八
尾
の
地
蔵
が
男
性
で
あ
る
閤
魔
王
に

「
ゑ
ん
も
じ
ま
い
る
」
と

手
紙
を
し
た
事
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
男
女
に
見
立
て
て
の
展

開
で
あ
る
。
女
性
か
ら
男
性
、
男
性
か
ら
女
性
へ
の
手
紙
に

「も
じ
」

言
葉
は
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
利
休
書
簡
の
よ
う
な
用
法
は
出
て

来
な
い
。
ど
う
理
解
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

ヒ
ン
ト
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
の
が
、
す
で
に
引
用
し
た
二
百
七

番
の
書
簡
で
あ
る
。
斯
波
三
松
の
所
有
し
て
い

た
花
入
を
秀
吉
が
所

望
し
た
。
し
か
し
花
入
は
三
松
か
ら
別
人
に
渡
っ
て
い
た
。
利
休
が

窮
状
を
見
か
ね
、
宗
安
に
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
文
林
三
も
し
さ

ま
へ
御
か
へ
し
候
へ
と
可
被
申
候
」
と
宗
安
に
書
く
内
容
を
教
示
し

て
い
る
。
宗
安
が
手
紙
を
出
す
相
手
と
い
う
の
が
、
男
性
か
女
性
か

わ
か
ら
な
い
と
言
え
る
が
花
入
を
所
有
し
、
茶
を
す
る
と
な
れ
ば
男

性
で
あ
ろ
う
。
「
一
二
も
し
さ
ま
へ
L

の
「
も
じ
ー二
一
百
企
業
が
ど
れ
程
の

表
現
効
果
を
持
つ
も
の
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

こ
の

一
文
が
男

性
問
で
の
「
も
じ
」

一言
葉
の
使
用
を
よ
く
暗
示
し
て
い
る
と
思
う
。

男
性
同
士
の
「
も
じ
」
言
葉
使
用
は
疑
い
得
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
れ
は
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
数
奇
人
達
の
客
に
対
す
る
う
ち
と

け
た
位
層
的
表
現
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
調
査
に
待
ち
た
い
。
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利
休
と
い
う
一
個
人
の
書
簡
が
、
茶
掛
け
な
ど
と
し
て
愛
好
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
一
個
人
の

書
簡
を
と
お
し
て
そ
の
人
物
呼
称
を
調
べ
た
が
、
通
常
の
呼
称
に
お

い
て
は
多
彩
な
呼
称
法
を
見
せ
て
い
た
。
呼
称
法
の
す
べ
て
が
使
用

さ
れ
て
い
る
と
も
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
場
当
り
な
不
用
意
な
人
物

呼
称
の
結
果
な
の
か
、
心
遣
い
の
結
果
な
の
か
、
問
題
は
残
っ
て
い

よ
う
。
利
休
書
簡
の
人
物
的
呼
称
で
異
様
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
繰

り
返
し
の
呼
称
法
と
一
字
略
称
の
呼
称
法
で
あ
っ
た
。
繰
り
返
し
呼

称
法
で
の
簡
略
化
と
か
言
い
換
え
法
に
は
、
同
一
呼
称
を
繰
り
返
す

わ
ず
ら
わ
し
さ
や
書
く
手
間
を
省
い
た
と
し
か
、
今
の
と
こ
ろ
理
由

を
考
え
得
な
い
が
、
印
象
と
し
て
は
変
化
の
新
鮮
さ
や
自
由
さ
、
大

胆
な
省
略
法
の
ユ
ー
モ
ア
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
利
休
書
簡
の
個
性

と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
尊
敬
の
助
辞
を
添
え
た
単

独
の
一
字
略
称
法
に
つ
い
て
も
、
失
礼
な
呼
称
法
か
も
し
れ
な
い
の

に
、
暖
か
い
人
間
味
を
感
じ
る
思
い
が
し
、
そ
れ
も
ま
た
利
休
書
簡

の
魅
力
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
茶
人
の
私
信
と
し

て
の
身
軽
さ
に
原
因
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

2 1 注

昭
和
四
十
六
年
三
月
東
京
堂
出
版

村
井
康
彦
『
千
利
休
』
(
昭
和
五
十
二
年
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
)
。
桑

田
忠
親
著
作
集
第
九
巻
『
茶
道
と
茶
人
口
』
(
昭
和
五
十
五
年
秋
図

書
庖
)
。
桑
田
忠
親
『
千
利
休
』
(
昭
和
五
十
六
年
中
公
新
書
)
な
ど

に
代
筆
問
題
の
論
議
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(
3
)

書
簡
番
号
九
十
の
宛
名
欠
の
自
筆
書
簡
に
、
「
少
庵
さ
ま
大
覚
様

其
外
三
人
殿
下
御
成
に
て
候
次
へ
致
伺
公
候
条
」
と
あ
っ
て
、
次

男
の
少
庵
に
敬
称
の
「
さ
ま
」
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
代
筆
の
疑

い
の
あ
る
書
状
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
疑
わ
し
い
事
象
で
は

あ
る
。

(
4
)

土
井
忠
生
先
生
訳
「
ロ
ド
リ
ゲ
ス
大
文
典
L

五
七
五
頁

(
5
)

桑
田
忠
親
著
作
集
第
十
巻
「
茶
道
と
茶
人
臼
」
六
五
頁
下

(
6
)

同
書
人
二
頁
下

(
7
)

「
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
」
七
O
九
頁

(
8
)
「
七
四
(
天
正
十
=
一
年
)
七
月
八
日
付
松
新
公
宛
自
筆
書
状
」
に

よ
る
も
の
で
、
「
蔵
介
国
を
明
候
而
内
府
様
へ
渡
被
申
歎
二
つ
に
相

{疋
L

と
人
質
を
出
す
か
、
国
を
明
け
渡
す
か
の
二
つ
に
、
蔵
介
の
処

置
が
決
定
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

(
9
)

「
百
十

(
天
正
十
四
年
六
月
八
日
付
小
平
田
宛
自
筆
黒
印
状
」

に

よ
る
も
の
。
「
大
納
言
様
小
平
田
宗
易
御
茶
ニ
て
床
茄
子

内
あ
か
盆
に
入
:
:
:
」
と
あ
る
よ
う
に
小
平
田
を
招
い
た
茶
会
で
の

記
録
を
書
い
て
渡
し
て
い
る
。
本
人
に
対
し
て
本
人
を
呼
び
捨
て
に

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
叩
)

「
百
五
十
三

(天
正
十
五
年
)
四
月
十
二
日
付
芝
監
物
宛
自
筆
書

状
」
に
よ
る
も
の
。
「
島
津
御
佐
言
事
察
候
」
と
九
州
遠
征
中
の
芝

山
源
内
に
送
っ
て
い
る
。
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「
二
百
六
+
(天
正
十
九
年
)
二
月
十
四
日
付
松
佐
宛
自
筆
書
状

態
々
御
飛
脚
過
分
至
極
候
富
左
殿
柘
左
殿
御
両
所
為
御
使
堺
迄
可

罷
下
之
旨
御
詫
候
条
俄
夜
罷
下
候
の
淀
迄
羽
与
様
古
織
様
御
送
候

て
舟
本
ニ
て
見
付
申
驚
存
候
茶
由
頼
存
候
恐
憧
謹
言

(
ロ
)
「
{
ゑ
康
様
」
は
、
「
二
百
五
十
二
(
天
正
十
九
年
)
正
月
二
日
付
松

井
佐
渡
守
宛
自
筆
書
状
」
に
よ
る
。
奥
州
一
撲
の
背
景
に
政
宗
が
お

り
、
「
就
其
去
廿
八
日
以
両
使
中
様
家
康
様
御
両
所
へ
折
紙
被
進
候
」

と
秀
吉
が
家
康
に
出
馬
を
要
請
し
た
と
伝
え
た
も
の
。
要
請
と
い
っ

た
こ
と
に
心
理
的
働
き
が
あ
っ
た
か
。

「
政
宗
様
」
は
、
「
二
百
四
十
三
」
に
よ
る
。
呼
称
の
繰
り
返
し
パ

タ
ー
ン
と
影
響
が
あ
る
か
。

(
日
)
書
簡
番
号
を
示
す
と
、
お

-
m
-n
・
ぉ
・
M
M
-
G
・
必・

ω
・

ーは

-
A
・
m
-
ロ
・
但
・
日

-
m
-
的∞

・
関

・
川四

・

ω
-mw
-
u
-

E

E

-

-

1

1

1

1

1

1

2

2

2

 

m-
拙
・
却
の

M
通
で
あ
る
。

(
比
)

『鎌
倉
遺
文
』
は
、
三
巻
に
わ
た
っ
て
人
名
索
引
が
整
え
ら
れ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
は
調
べ
た
。

(
日
)
桑
田
忠
親
著
作
集
第
三
巻
「
戦
国
武
将
口
」
二
二
九
頁

(
日
)
同
じ
く
著
作
集
第
三
巻
二
九
八
頁
上
と
一
一
九
六
頁
下
と
に
所
収
。

(
口
)
同
著
作
集
第
二
巻
三
二
四
頁
上

(
国
)

同
著
作
集
第
十
巻
七

一
頁
上
。
古
田
織
部
か
ら
有
馬
玄
番
頭
豊
に

宛
て
た
書
簡

(山口)

同
著
作
集
第
二
巻
二
二
四
頁
上
。
明
智
光
秀
の
書
簡

(
加
)

同
著
作
集
第
五
巻
三

O
三
頁
上
。
「太
閤
秀
吉
の
手
紙
」
よ
り

(
幻
)
「
{
疋
本
千
利
休
の
書
簡
」
四

O
三
頁

11 

23 22 

桑
田
忠
親
第
四
巻
「
織
田
信
長
」
一
一
六
一
頁
下

同
著
作
集
第
五
巻
「
豊
一
臣
秀
吉
L

二
六
九
頁
下
お
よ
び
二
七
八
頁
下
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